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(57)【要約】
  回転軸線（３）に沿って延びるロータ、ハウジング（ 
９）、及び、ロータ上に配置されたインペラ（２）を備 
える圧縮機（１）であって、ハウジング（９）がロータ 
の周囲に配置されており、このハウジング（９）が軸方 
向流入部（４）と、この軸方向流入部（４）の下流に第 
１の圧縮機段と、さらに第１の圧縮機段の下流にプロセ 
ス流体のための半径方向流出部（５）とを有し、この半 
径方向流出部（５）が内部ハウジングを通って導かれて 
おり、軸方向流入部（４）に流体を注入するための注入 
装置（１５）を有している圧縮機（１）。

審査請求　有　予備審査請求　未請求　（全18頁）



10

20

30

40

50

JP 2024-537237 A 2024.10.10(2)

【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 回 転 軸 線 （ ３ ） に 沿 っ て 延 び る ロ ー タ 、 ハ ウ ジ ン グ （ ９ ） 、 及 び 、 前 記 ロ ー タ 上 に 配 置  
さ れ た イ ン ペ ラ （ ２ ） を 備 え る 圧 縮 機 （ １ ） で あ っ て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ９ ） が 前 記 ロ ー タ の 周 囲 に 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ９ ） が 、 軸 方 向 流 入 部 （ ４ ） と 、 前 記 軸 方 向 流 入 部 （ ４ ） の 下 流 に 第  
１ の 圧 縮 機 段 と 、 さ ら に 前 記 第 １ の 圧 縮 機 段 の 下 流 に プ ロ セ ス 流 体 の た め の 第 １ の 半 径 方  
向 流 出 部 （ ５ ） と を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 半 径 方 向 流 出 部 （ ５ ） が 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ９ ） 内 を 通 っ て 導 か れ て い る 圧 縮  
機 （ １ ） に お い て 、
　 前 記 圧 縮 機 （ １ ） が 前 記 軸 方 向 流 入 部 （ ４ ） に 流 体 を 注 入 す る た め の 注 入 装 置 （ １ ５ ）  
を 有 し 、
　 圧 縮 さ れ る プ ロ セ ス 流 体 が 最 初 に 吸 引 さ れ 、 前 記 注 入 さ れ た 流 体 の 量 が 前 記 吸 引 さ れ た  
媒 体 の 温 度 及 び 相 対 湿 度 に 応 じ て 決 め ら れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 流 体 の 蒸 発 温 度 が 、 注 入 後 に 前 記 圧 縮 工 程 に お い て 圧 縮 さ れ る 前 記 プ ロ セ ス 流 体 の  
温 度 よ り も 低 い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 注 入 さ れ た 流 体 の 量 を 調 節 で き る よ う に 構 成 さ れ た 調 節 装 置 を 有 す る こ と を 特 徴 と  
す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 注 入 装 置 （ １ ５ ） が 、 圧 縮 さ れ る 媒 体 の 内 部 で 前 記 流 体 が 注 入 さ れ る よ う に 構 成 さ  
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 流 体 の 注 入 が 前 記 イ ン ペ ラ （ ２ ） の 前 方 で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か  
ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 圧 縮 機 （ １ ） が １ つ の 螺 旋 状 の 段 を 有 し 、 前 記 流 体 が 前 記 螺 旋 状 の 段 内 に 注 入 さ れ  
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 圧 縮 機 （ １ ） が １ つ の 流 入 部 を 有 し 、 前 記 流 体 が 前 記 流 入 部 内 に 注 入 さ れ る こ と を  
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 圧 縮 機 （ １ ） が １ つ の 還 流 段 を 有 し 、 前 記 流 体 が 前 記 還 流 段 内 に 注 入 さ れ る こ と を  
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 流 体 の 注 入 が 複 数 の ノ ズ ル （ ２ １ ） を 介 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １  
か ら ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 圧 縮 機 （ １ ） が 、 イ ン ペ ラ 入 口 直 径 （ １ ６ ） を 有 す る イ ン ペ ラ 流 入 部 （ １ ７ ） を 備  
え 、 前 記 イ ン ペ ラ （ ２ ） の 前 方 の 最 後 の ノ ズ ル （ ２ １ ） と 前 記 イ ン ペ ラ 流 入 部 （ １ ７ ） と  
の 間 隔 （ ２ ０ ） が 前 記 イ ン ペ ラ 入 口 直 径 （ １ ６ ） の ３ 倍 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項  
１ か ら ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 圧 縮 機 （ １ ） が 、 イ ン ペ ラ 入 口 直 径 （ １ ６ ） を 有 す る イ ン ペ ラ 流 入 部 （ １ ７ ） を 備  
え 、 前 記 イ ン ペ ラ （ ２ ） の 前 方 の 最 後 の ノ ズ ル （ ２ １ ） と 前 記 イ ン ペ ラ 流 入 部 （ １ ７ ） と  
の 間 隔 （ ２ ０ ） が 前 記 イ ン ペ ラ 入 口 直 径 （ １ ６ ） の １ ０ 倍 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求  
項 １ か ら ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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　 前 記 複 数 の ノ ズ ル （ ２ １ ） が 軸 方 向 に お い て 互 い に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ 、 カ ス ケ ー ド  
式 の 注 入 を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 圧  
縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 複 数 の ノ ズ ル （ ２ １ ） が 互 い に オ フ セ ッ ト し て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、  
請 求 項 １ か ら １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 複 数 の ノ ズ ル （ ２ １ ） の オ ン ・ オ フ の 切 り 替 え に よ っ て 、 前 記 注 入 さ れ た 流 体 の 量  
を 調 節 で き る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ）  
。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 回 転 数 に よ っ て 、 前 記 注 入 さ れ た 流 体 の 量 を 調 節 で き る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項  
１ か ら １ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 バ イ パ ス 制 御 を 利 用 し て 、 前 記 注 入 さ れ た 流 体 の 量 を 調 節 で き る こ と を 特 徴 と す る 、 請  
求 項 １ か ら １ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 注 入 装 置 （ １ ５ ） が 、 水 と ア ル コ ー ル の 混 合 液 を 注 入 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る  
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら １ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 注 入 装 置 （ １ ５ ） が 、 水 と エ タ ノ ー ル の 混 合 液 、 及 び ／ 又 は 、 水 と メ タ ノ ー ル の 混  
合 液 を 注 入 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら １ ７ の い ず れ か  
１ 項 に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 遠 心 圧 縮 機 と し て 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら １ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 圧 縮 機 （  
１ ） 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 遠 心 圧 縮 機 が 単 段 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 遠 心 圧  
縮 機 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 遠 心 圧 縮 機 が 多 段 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 遠 心 圧  
縮 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 圧 縮 機 、 特 に 遠 心 圧 縮 機 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 最 近 の 圧 縮 機 、 特 に 遠 心 圧 縮 機 で は 、 約 ９ ０ ％ の 段 効 率 （ S t u f e n w i r k u n g s g r a d ） が  
達 成 さ れ て お り 、 こ れ は 物 理 的 限 界 と 考 え ら れ て い る 。 水 の 注 入 に よ っ て 効 率 を 高 め る こ  
と が 可 能 で あ る 。 水 の 注 入 の 利 点 は 既 に ガ ス タ ー ビ ン に お い て 知 ら れ て お り 、 そ こ で は 、  
水 の 注 入 は 出 力 と 効 率 の 向 上 に 大 き く 寄 与 し て い る 。 水 の 注 入 時 に は 高 圧 の 水 が 圧 縮 機 の  
前 方 に 、 又 は 、 多 段 圧 縮 機 で は 複 数 の 段 の 中 間 に 注 入 さ れ る 。 等 温 圧 縮 の 同 等 の プ ロ セ ス  
の よ う に 、 水 は 圧 縮 中 に 気 化 し 、 気 体 を 連 続 的 に 冷 却 す る 。 そ れ に よ り 効 率 を １ ～ ２ ％ 上  
昇 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 圧 縮 機 技 術 の 分 野 で は 、 水 の 注 入 は 原 料 ガ ス 圧 縮 機 に 使 用 さ れ 、 そ こ で は 、 媒 体 の 重 合  
を 防 止 す べ く 、 個 々 の 段 の 間 の 媒 体 の 吐 出 温 度 を 低 下 さ せ る た め に 、 水 が 圧 縮 機 の 複 数 の  
段 の 間 に 注 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 圧 縮 機 の ガ ス 流 へ 蒸 発 性 流 体 を 直 接 注 入 す る こ と か ら 生 じ る 利 点 が 知 ら れ て い る が 、 幾  
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つ か の 欠 点 も 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 問 題 は 、 圧 縮 機 ガ ス 流 に 注 入 さ れ る 流 体 の 蒸 発 の 度 合 い が 制 限 さ れ る こ と で あ る 。 圧 縮  
機 の 低 速 の 状 態 で 流 体 が 注 入 さ れ る 場 合 に は 、 流 体 が 分 裂 又 は 霧 化 し て 非 常 に 小 さ な 液 滴  
を 発 生 さ せ る こ と が 達 成 さ れ な い こ と が あ る 。 高 い 蒸 発 度 を 達 成 す る た め に は 非 常 に 小 さ  
な 液 滴 が 必 要 で あ る 。 な ぜ な ら ば 、 液 滴 の 体 積 に 対 す る こ の よ う な 液 滴 の 表 面 積 は 大 き く  
、 小 さ い 液 滴 は 容 易 に 熱 を 吸 収 し 、 蒸 発 す る こ と が で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 イ ン ペ ラ の よ う な 圧 縮 機 の 内 部 部 品 に 衝 突 す る 大 き な 液 滴 は 、 強 い エ ロ ー ジ ョ ン の リ ス  
ク を も た ら す 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 改 良 さ れ た 圧 縮 機 、 特 に 遠 心 圧 縮 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 課 題 は 本 発 明 に よ り 、 回 転 軸 線 に 沿 っ て 延 び る ロ ー タ 、 ハ ウ ジ ン グ 、 及 び 、 ロ ー タ  
上 に 配 置 さ れ た イ ン ペ ラ を 備 え る 圧 縮 機 で あ っ て 、 こ の ハ ウ ジ ン グ が ロ ー タ の 周 囲 に 配 置  
さ れ て お り 、 こ の ハ ウ ジ ン グ が 第 １ の 軸 方 向 流 入 部 と 、 こ の 第 １ の 軸 方 向 流 入 部 の 下 流 に  
第 １ の 圧 縮 機 段 と 、 さ ら に 下 流 に プ ロ セ ス 流 体 の た め の 第 １ の 半 径 方 向 流 出 部 と を 有 し 、  
こ の 第 １ の 半 径 方 向 流 出 部 が 内 部 ハ ウ ジ ン グ を 通 っ て 導 か れ て い る 圧 縮 機 に お い て 、 こ の  
圧 縮 機 が 軸 方 向 流 入 部 に 流 体 を 注 入 す る た め の 注 入 装 置 を 有 し 、 圧 縮 さ れ る べ き プ ロ セ ス  
流 体 が 最 初 に 吸 引 さ れ 、 注 入 さ れ た 流 体 の 量 は こ の 吸 引 さ れ た 媒 体 の 温 度 及 び 相 対 湿 度 に  
応 じ て 決 め ら れ 、 圧 縮 機 に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 主 請 求 項 に 従 う 従 属 請 求 項 は 、 本 発 明 の 有 利 な 発 展 形 態 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 関 連 し て 、 軸 方 向 、 半 径 方 向 、 接 線 方 向 又 は 円 周 方 向 な ど の 用 語 は 、 各 々 、 ロ  
ー タ 軸 線 又 は 回 転 軸 線 を 基 準 に し て い る 。 圧 縮 機 段 は 、 こ こ で は 、 １ つ 又 は 複 数 の 圧 縮 機  
イ ン ペ ラ に よ る 特 定 の 質 量 流 量 の 圧 縮 を 意 味 す る 。 本 発 明 に よ る 用 語 「 圧 縮 機 段 」 又 は 「  
圧 縮 段 」 を 使 用 す る 際 に 大 事 な こ と は 、 こ れ は 圧 縮 機 内 の 中 断 さ れ て い な い 流 路 で 行 わ れ  
る 圧 縮 で あ り 、 そ の 場 合 に 、 圧 縮 さ れ る 質 量 流 又 は そ の 部 分 流 が 圧 縮 機 か ら 引 き 出 さ れ ず  
、 場 合 に よ っ て は 他 の プ ロ セ ス ス テ ッ プ を 受 け な い こ と で あ る 。 こ の こ と は ま た 、 圧 縮 機  
段 の 注 入 部 に お い て 、 圧 縮 さ れ る プ ロ セ ス 流 体 が 流 入 部 に よ っ て 圧 縮 機 の ハ ウ ジ ン グ に 導  
入 さ れ 、 圧 縮 機 段 の 出 口 に お い て 、 プ ロ セ ス 流 体 の 少 な く と も 一 部 （ 一 般 に は 、 全 体 の 質  
量 流 量 ） が 、 当 該 の 圧 縮 機 段 の ハ ウ ジ ン グ か ら 流 出 部 に よ っ て 再 び 導 出 さ れ る こ と を 意 味  
す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 流 体 と し て １ つ の 混 合 液 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 メ タ ノ ー ル （ 沸 点 ６ ５ ℃ ） 又 は エ タ ノ ー ル （ 沸 点 ７ ８ ℃ ） を 混 入 す る こ と に よ り 、 圧 縮  
プ ロ セ ス に お け る 狙 い 通 り の 正 確 な 蒸 発 量 を 調 整 す る こ と が で き る 。 圧 縮 経 路 に 沿 っ て 、  
温 度 上 昇 に 伴 っ て 混 合 液 の 異 な る 成 分 が 蒸 発 し 、 熱 を 吸 収 す る 。 こ れ に よ り 、 単 相 の 流 体  
の み で 作 動 す る 場 合 よ り も 低 い 温 度 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 も う １ つ の 改 善 点 は 、 圧 縮 プ ロ セ ス に 有 益 な 場 合 に は 、 適 切 な 混 合 パ ー ト ナ ー に よ っ て  
よ り 高 い 沸 騰 温 度 を 得 る こ と が で き る こ と で あ る 。 さ ら に 、 混 合 エ ン タ ル ピ が 負 で 、 追 加  
の （ 混 合 ） 冷 却 を 達 成 し な け れ ば な ら な い 場 合 に は 、 圧 縮 さ れ る 媒 体 内 部 で の 混 合 を 行 な  
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 さ ら に 、 本 発 明 に よ り 、 高 効 率 を も た ら す 等 温 圧 縮 に 近 づ け る と い う 目 的 が 訴 求 さ れ る  
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 水 又 は 液 化 ガ ス の よ う な 流 体 の 本 発 明 に よ る 蒸 発 に よ っ て 、 流 れ る 体 積 流 量 を 減 少 さ せ  
る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 所 定 の 断 面 に お け る 速 度 及 び 流 れ 損 失 が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ う し て 、 コ ン パ ク ト で あ る こ と に よ る 負 の 効 果 を 圧 縮 機 の 性 能 に 及 ぼ す こ と な く 、 圧  
縮 機 を よ り コ ン パ ク ト に 構 成 す る た め に 蒸 発 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 有 利 な 一 発 展 形 態 で は 、 螺 旋 状 の 段 （ プ ロ セ ス 段 の 最 終 段 ） に お け る 注 入 が 特 に 有 効 で  
あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 別 の 有 利 な 発 展 形 態 で は 、 複 数 の 注 入 口 及 び 複 数 の 還 流 段 に お い て も １ つ の 注 入 装 置 が  
提 案 さ れ る 。 飽 和 に 近 い 最 適 な 状 態 を 保 持 し 、 且 つ 、 流 体 の 堆 積 を 避 け る た め に 、 運 転 ポ  
イ ン ト に 応 じ て 流 体 の 量 が 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 別 の 有 利 な 一 発 展 形 態 で は 、 水 の 量 は 約 ２ 重 量 ％ で あ る 。 こ の 場 合 、 蒸 発 し た 供 給 水 を  
含 む 全 体 の 体 積 流 量 は 約 ８ ％ 減 少 し 、 こ れ は １ つ の デ ィ フ ュ ー ザ と １ つ の 螺 旋 部 の 損 失 を  
約 １ ５ ％ 減 少 さ せ る こ と に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 液 状 に 凝 縮 し た 状 態 の 気 体 を 注 入 す る こ と も 、 又 は 、 例 え ば 、 水 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ  
ー ル な ど の 別 の 媒 体 を 注 入 す る こ と も 、 又 は 、 複 数 の 成 分 か ら な る 混 合 液 を 注 入 す る こ と  
も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 注 入 さ れ る 媒 体 は 、 そ の 蒸 発 温 度 が 、 流 体 の 注 入 が な い 次 の 圧 縮 機 段 の イ ン ペ ラ ー 流 出  
部 で の 温 度 よ り も 、 そ の 位 置 で の 最 終 圧 力 に 関 連 し て 、 低 く な る よ う に 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 複 数 の 流 体 の 混 合 液 を 使 用 す る 場 合 、 最 高 温 度 で 沸 騰 す る 成 分 に つ い て は 、 こ の 条 件 を  
満 た す 必 要 が あ る 。 他 方 、 こ の 蒸 発 温 度 （ 混 合 液 の 場 合 ： 最 低 温 度 で 沸 騰 す る 成 分 ） は 、  
注 入 場 所 の ガ ス 温 度 よ り 低 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 注 入 媒 体 は 、 そ の 蒸 発 温 度 が 注 入 位 置 で 圧 縮 ガ ス の 温 度 よ り 高 く 、 流 体 の 注 入 が な  
い 場 合 を 基 準 に し て 、 そ の 次 の 圧 縮 機 段 の 後 の 温 度 よ り 低 く な る よ う に 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 極 め て 良 好 な 内 部 冷 却 が 達 成 さ れ る の は 、 注 入 に 続 く 圧 縮 プ ロ セ ス の 後 の 温 度 が そ の 流  
体 の 蒸 発 温 度 よ り も 高 い 場 合 で あ り 、 混 合 液 の 場 合 に は 個 別 の 成 分 の 最 高 蒸 発 温 度 よ り も  
高 い 場 合 で あ る 。 こ の 場 合 、 蒸 発 プ ロ セ ス の 高 エ ン タ ル ピ が フ ル に 利 用 さ れ て い る の で 、  
内 部 冷 却 の ポ テ ン シ ャ ル が フ ル に 利 用 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 流 体 の 量 の 能 動 的 な 配 量 に よ り 流 体 の 注 入 が 改 善 さ れ る 。 流 体 の 量 の 計 算 は 、 吸 入 さ れ  
た 媒 体 の 温 度 及 び 相 対 湿 度 に 基 づ き 行 わ れ る 。 次 い で 、 こ の 配 量 は 、 複 数 の ノ ズ ル の オ ン  
・ オ フ の 切 り 替 え に よ っ て 、 又 は 、 ポ ン プ 回 転 数 に よ っ て 、 又 は 、 バ イ パ ス 制 御 を 利 用 し  
て も 、 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 プ ロ セ ス 流 体 の 効 果 的 な 加 湿 の た め に は 、 注 入 さ れ た 流 体 に 関 す る 滞 留 時 間 が 重 要 で あ  
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 流 体 の 注 入 に よ り 圧 縮 機 駆 動 動 力 の 効 果 的 な 低 減 を 達 成 す る た め に 、  
注 入 部 と イ ン ペ ラ 流 入 部 と の 間 の 最 小 間 隔 を イ ン ペ ラ 入 口 直 径 の ３ 倍 と す る こ と が 、 提 案  
さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 注 入 部 と イ ン ペ ラ 流 入 部 の 間 隔 が イ ン ペ ラ 入 口 直 径 の 略 １ ０ 倍 の 場 合 に 、 最 適 状 態 が 達  
成 で き る こ と が 分 か っ て い る 。 一 般 的 に 、 導 入 さ れ る 液 滴 が 細 か け れ ば 細 か い ほ ど 、 注 入  
部 か ら イ ン ペ ラ 流 入 部 ま で の 間 隔 を 小 さ く す る こ と が で き る と い う 関 係 が 当 て は ま る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 別 の 有 利 な 一 発 展 形 態 で は 、 互 い に 規 定 さ れ た 間 隔 を 有 す る 複 数 の ユ ニ ッ ト に お け る カ  
ス ケ ー ド 式 の 注 入 が 提 案 さ れ る 。 こ の 場 合 に も 、 最 終 カ ス ケ ー ド 段 の 最 小 間 隔 を 下 回 ら な  
い よ う に す べ き で あ る 。 カ ス ケ ー ド 内 の 複 数 の 注 入 ノ ズ ル は 、 互 い に 邪 魔 に な ら な い よ う  
に 、 流 れ 方 向 に 見 て 互 い に オ フ セ ッ ト し て 配 置 す る こ と が で き る 。 カ ス ケ ー ド 構 成 で は 、  
１ つ の 位 置 あ た り の 流 体 注 入 量 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 を 特 定 の 実 施 例 に 基 づ き 図 面 を 参 照 し て よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 述 し た 本 発 明 の 特 性 、 特 徴 及 び 利 点 、 並 び に 、 そ れ ら が 達 成 さ れ る 方 法 は 、 図 面 に 基  
づ き 詳 細 に 説 明 さ れ る 実 施 例 の 以 下 の 説 明 に よ っ て よ り 明 確 に 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 同 一 部 品 、 又 は 、 同 一 機 能 を 有 す る 部 品 に は 、 同 一 の 参 照 符 号 が 付 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 こ れ ら の 図 面 は こ の 実 施 例 を 縮 尺  
通 り に 示 し た も の で は な く 、 説 明 の た め に 、 模 式 的 に 、 及 び ／ 又 は 、 わ ず か に 歪 ん だ 形 で  
作 成 さ れ て い る 。 図 面 に お い て 、 直 接 的 に 認 識 す る こ と が で き る 教 示 に 対 す る 補 足 に つ い  
て は 、 関 連 す る 先 行 技 術 を 参 照 さ れ た い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 に よ る 遠 心 圧 縮 機 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 第 １ の 圧 縮 機 の 模 式 図 の 縦 断 面 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 軸 方 向 、 半 径 方 向 、 接 線 方 向 又 は 円 周 方 向 な ど の 用 語 は 、 特 に 記 載 が な い 限 り 、 ロ ー タ  
の Ｘ 軸 を 基 準 に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ は 、 既 知 の 遠 心 流 体 機 械 を （ 簡 略 化 し た ） 断 面 図 で 示 す 。 図 示 の 流 体 機 械 は 圧 縮 機  
１ 、 特 に 遠 心 圧 縮 機 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 流 体 機 械 は 、 回 転 軸 線 ３ の ま わ り に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た 遠 心 イ ン ペ ラ ２ を 備 え て  
い る 。 こ の イ ン ペ ラ ２ は 軸 方 向 流 入 部 ４ と 半 径 方 向 流 出 部 ５ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 更 に 、 こ の イ ン ペ ラ ２ は ハ ブ ６ と 、 ハ ブ ６ か ら 半 径 方 向 に 突 出 し た 複 数 の イ ン ペ ラ 羽 根  
７ と を 備 え て い る 。 こ れ ら の イ ン ペ ラ 羽 根 ７ の 間 に は 複 数 の 流 路 が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ  
ら の 流 路 を 通 っ て 流 体 が 流 れ る 。 さ ら に 、 ハ ブ ６ は 圧 縮 機 の シ ャ フ ト （ 図 に は 図 示 さ れ て  
い な い ） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 更 に 、 イ ン ペ ラ ２ は １ つ の ホ イ ー ル デ ィ ス ク ８ を 有 し 、 こ れ は ハ ブ ６ と 一 体 に 形 成 さ れ  
て お り 、 複 数 の イ ン ペ ラ 羽 根 ７ を 互 い に 結 合 し て い る 。 本 実 施 例 で は こ の イ ン ペ ラ ２ は い  
わ ゆ る オ ー プ ン イ ン ペ ラ 、 す な わ ち 、 遮 蔽 プ レ ー ト の な い イ ン ペ ラ で あ る 。 代 替 の 実 施 形  
態 （ 図 示 せ ず ） で は 、 イ ン ペ ラ ２ は い わ ゆ る ク ロ ー ズ ド イ ン ペ ラ 、 す な わ ち 、 遮 蔽 プ レ ー  
ト を 備 え た イ ン ペ ラ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 さ ら に 、 こ の 圧 縮 機 １ は ハ ウ ジ ン グ ９ を 備 え て お り 、 そ の 内 部 に イ ン ペ ラ ２ が 配 置 さ れ  
て い る 。 こ の ハ ウ ジ ン グ ９ の 一 部 は 螺 旋 状 の ハ ウ ジ ン グ と し て 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち  
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、 こ の ハ ウ ジ ン グ ９ は 、 螺 旋 状 の 中 空 空 間 １ １ を 有 す る 螺 旋 状 の ハ ウ ジ ン グ 部 １ ０ を 有 す  
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 更 に 、 こ の 圧 縮 機 は 、 回 転 軸 線 ３ に 対 し て 軸 線 方 向 に 対 称 な 環 状 デ ィ フ ュ ー ザ １ ２ を 有  
し 、 こ の デ ィ フ ュ ー ザ は ハ ウ ジ ン グ ９ 内 に 中 空 の チ ャ ン バ 又 は チ ャ ネ ル と し て 形 成 さ れ て  
い る 。 こ の デ ィ フ ュ ー ザ １ ２ は イ ン ペ ラ ２ の 円 周 の 周 り に 配 列 さ れ 、 半 径 方 向 デ ィ フ ュ ー  
ザ と し て 形 成 さ れ て い る 。 更 に 、 こ の デ ィ フ ュ ー ザ １ ２ は 、 螺 旋 状 の ハ ウ ジ ン グ 部 １ ０ に  
、 又 は 、 そ の 中 空 空 間 １ １ に 繋 が っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 図 １ で は 、 イ ン ペ ラ ２ の 出 口 直 径 １ ３ が 両 方 向 矢 印 の 形 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 更 に 、 こ の デ ィ フ ュ ー ザ １ ２ は 複 数 の デ ィ フ ュ ー ザ 羽 根 １ ４ を 有 す る 。 す な わ ち 、 こ の  
デ ィ フ ュ ー ザ １ ２ は 羽 根 付 き デ ィ フ ュ ー ザ で あ る 。 本 実 施 例 で は 、 デ ィ フ ュ ー ザ １ ２ は ６  
つ の デ ィ フ ュ ー ザ 羽 根 １ ４ を 有 し 、 そ の う ち の ２ つ の み を 図 １ で 見 る こ と が で き る 。 し か  
し 、 原 理 的 に は 、 デ ィ フ ュ ー ザ １ ２ は 異 な る 数 の デ ィ フ ュ ー ザ 羽 根 １ ４ を 有 す る こ と も で  
き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 圧 縮 機 １ は 、 例 え ば 空 気 な ど の 流 体 を 圧 縮 す る た め に 用 い ら れ る 。 圧 縮 機 １ の 運 転  
中 、 こ の 流 体 は 軸 方 向 流 入 部 ４ を 通 っ て 、 軸 方 向 に 沿 っ て イ ン ペ ラ ２ に 流 入 す る か 、 又 は  
、 イ ン ペ ラ 羽 根 ７ に よ っ て 形 成 さ れ た 流 路 に 流 入 す る 。 こ の 流 体 は イ ン ペ ラ ２ に よ っ て 回  
転 さ れ 、 半 径 方 向 流 出 部 ５ を 通 っ て イ ン ペ ラ ２ か ら 半 径 方 向 外 向 き に 離 れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ こ か ら 、 イ ン ペ ラ ２ か ら 出 て 行 く 流 体 は デ ィ フ ュ ー ザ １ ２ に 流 入 す る 。 デ ィ フ ュ ー ザ  
１ ２ は 、 流 体 の 運 動 エ ネ ル ギ ー の 一 部 を 圧 力 の 形 の 位 置 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し 、 こ の 流 体 を  
螺 旋 状 の ハ ウ ジ ン グ 部 １ ０ 内 の 中 空 空 間 １ １ に 導 く 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に よ る 注 入 装 置 １ ５ を 備 え た 圧 縮 機 １ の 一 部 の 模 式 図 の 縦 断 面 を 示 す 。  
図 ２ の 左 端 に は 、 軸 方 向 流 入 部 ４ の 一 部 が 見 え る 。 両 方 向 矢 印 は イ ン ペ ラ 入 口 直 径 １ ６ を  
示 す 。 イ ン ペ ラ 流 入 部 １ ７ は 、 図 ２ に は 示 さ れ て い な い イ ン ペ ラ ２ の 前 方 に 配 置 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 イ ン ペ ラ 流 入 部 １ ７ に は 流 入 ハ ウ ジ ン グ １ ８ が 配 置 さ れ て お り 、 こ れ は 複 数 の フ ラ ン ジ  
１ ９ に よ っ て 互 い に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 間 隔 ２ ０ で 、 １ つ の ノ ズ ル ２ １ が 流 入 ハ ウ ジ ン グ １ ８ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の ノ ズ ル  
２ １ は 流 体 を 供 給 す る た め に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 右 側 か ら 流 入 す る プ ロ セ ス 流 体  
が 圧 縮 機 １ の 方 向 に 移 動 し 、 ノ ズ ル ２ １ に よ っ て 流 体 が プ ロ セ ス 流 体 に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 場 合 、 こ の 流 体 の 蒸 発 温 度 は 、 注 入 後 に 圧 縮 プ ロ セ ス に お い て 圧 縮 さ れ る プ ロ セ ス  
流 体 の 温 度 よ り も 低 い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 さ ら に 、 注 入 装 置 １ ５ は 詳 細 に は 図 示 さ れ て い な い 調 節 装 置 を 有 し 、 こ の 調 節 装 置 は 注  
入 さ れ た 流 体 の 量 を 調 節 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の 例 で は 、 注 入 装 置 １ ５ は 、 圧 縮 さ れ る プ ロ セ ス 流 体 が 最 初 に 吸 入 さ れ 、 そ し て 、 こ  
の 吸 入 さ れ た プ ロ セ ス 流 体 の 温 度 と 相 対 湿 度 に 応 じ て 、 注 入 さ れ た 流 体 の 量 を 決 定 す る よ  
う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ２ に 見 ら れ る よ う に 、 注 入 装 置 １ ５ は 、 圧 縮 さ れ る プ ロ セ ス 流 体 の 内 部 で 流 体 の 注 入  
が 行 わ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 注 入 装 置 １ ５ は 、 プ ロ セ ス 流 体 の 流 れ 方 向 に お い て 相 前 後 し て 配 置 さ れ た 複 数 の ノ  
ズ ル ２ １ （ 図 示 せ ず ） を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 イ ン ペ ラ ２ の 前 方 の 最 後 の ノ ズ ル ２ １ と イ ン ペ ラ 流 入 部 １ ７ と の 間 隔 ２ ０ が イ ン ペ ラ 入  
口 直 径 １ ６ の ３ 倍 で あ る と 、 注 入 の 効 果 が 有 利 で あ る こ と が 分 か っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 イ ン ペ ラ ２ の 前 方 の 最 後 の ノ ズ ル ２ １ と イ ン ペ ラ 流 入 部 １ ７ と の 間 隔 ２ ０ が イ ン ペ ラ 入  
口 直 径 １ ６ の ０ ． ５ 倍 か ら ０ ． ７ ５ 倍 の 間 、 好 ま し く は ０ ． ６ ６ 倍 で あ る と 、 さ ら に 有 利  
な 効 果 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 注 入 装 置 １ ５ は 、 イ ン ペ ラ ２ の 前 方 の 最 後 の ノ ズ ル ２ １ と イ ン ペ ラ 流 入 部 １ ７ と の 間 隔  
２ ０ が イ ン ペ ラ 入 口 直 径 １ ６ の 間 隔 ２ ２ の １ ０ 倍 で あ る と き 、 特 に 効 果 的 な 作 用 を 有 す る  
。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 注 入 装 置 １ ５ の 有 効 性 を 向 上 さ せ る 別 の 可 能 性 は 、 複 数 の ノ ズ ル が 流 れ 方 向 に お い て 相  
前 後 し て 配 置 さ れ る こ と に よ り 得 ら れ る 。 そ れ に よ り 改 善 さ れ た 混 合 が 可 能 で あ る 。 図 ２  
で は 、 こ の 改 良 さ れ た 配 置 が 、 第 １ の ラ イ ン ２ ３ と 第 ２ の ラ イ ン ２ ４ に よ っ て 模 式 的 に 示  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 第 １ の ラ イ ン ２ ３ と 第 ２ の ラ イ ン ２ ４ の 両 方 に 、 追 加 の 複 数 の ノ ズ ル （ 図 示 せ ず ） が 配  
置 さ れ て い る 。 ノ ズ ル ２ １ と １ ０ 倍 の 間 隔 ２ ２ に 相 当 す る 位 置 と の 間 隔 が 長 さ Ｌ で あ る 。  
ノ ズ ル ２ １ と 第 １ の ラ イ ン ２ ３ の 位 置 に お け る 追 加 ノ ズ ル と の 間 隔 は 、 実 質 的 に 長 さ Ｌ の  
３ 分 の １ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 第 １ の 位 置 ２ ３ に お け る 追 加 ノ ズ ル と 第 ２ の ラ イ ン ２ ４ 上 の 位 置 に お け る 追 加 ノ ズ ル と  
の 間 隔 は 、 実 質 的 に 長 さ Ｌ の ３ 分 の １ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 第 ２ の 位 置 ２ ４ に お け る 追 加 ノ ズ ル と １ ０ 倍 の 間 隔 ２ ２ に 相 当 す る 位 置 と の 間 隔 は 、 実  
質 的 に 長 さ Ｌ の ３ 分 の １ で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ２ で は 、 追 加 ノ ズ ル の た め の ２ つ の 追 加 位 置 の み が 図 示 さ れ て い る 。 互 い に 間 隔 を あ  
け て 配 置 さ れ る 更 な る 追 加 の ノ ズ ル も 考 え ら れ る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 6 月 3 日 ( 2 0 2 4 . 6 . 3 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 回 転 軸 線 （ ３ ） に 沿 っ て 延 び る ロ ー タ 、 ハ ウ ジ ン グ （ ９ ） 、 及 び 、 前 記 ロ ー タ 上 に 配 置  
さ れ た イ ン ペ ラ （ ２ ） を 備 え る 圧 縮 機 （ １ ） で あ っ て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ９ ） が 前 記 ロ ー タ の 周 囲 に 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ９ ） が 、 軸 方 向 流 入 部 （ ４ ） と 、 前 記 軸 方 向 流 入 部 （ ４ ） の 下 流 に 第  
１ の 圧 縮 機 段 と 、 さ ら に 前 記 第 １ の 圧 縮 機 段 の 下 流 に プ ロ セ ス 流 体 の た め の 第 １ の 半 径 方  
向 流 出 部 （ ５ ） と を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 半 径 方 向 流 出 部 （ ５ ） が 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ９ ） 内 を 通 っ て 導 か れ て い る 圧 縮  
機 （ １ ） に お い て 、
　 前 記 圧 縮 機 （ １ ） が 前 記 軸 方 向 流 入 部 （ ４ ） に 流 体 を 注 入 す る た め の 注 入 装 置 （ １ ５ ）  
を 有 し 、
　 圧 縮 さ れ る プ ロ セ ス 流 体 が 最 初 に 吸 引 さ れ 、 前 記 注 入 さ れ た 流 体 の 量 が 前 記 吸 引 さ れ た  
媒 体 の 温 度 及 び 相 対 湿 度 に 応 じ て 決 め ら れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 流 体 の 蒸 発 温 度 が 、 注 入 後 に 前 記 圧 縮 さ れ る 工 程 に お い て 圧 縮 さ れ る 前 記 プ ロ セ ス  
流 体 の 温 度 よ り も 低 い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 注 入 さ れ た 流 体 の 量 を 調 節 で き る よ う に 構 成 さ れ た 調 節 装 置 を 有 す る こ と を 特 徴 と  
す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 注 入 装 置 （ １ ５ ） が 、 圧 縮 さ れ る 媒 体 の 内 部 で 前 記 流 体 が 注 入 さ れ る よ う に 構 成 さ  
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 流 体 の 注 入 が 前 記 イ ン ペ ラ （ ２ ） の 前 方 で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に  
記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 圧 縮 機 （ １ ） が １ つ の 螺 旋 状 の 段 を 有 し 、 前 記 流 体 が 前 記 螺 旋 状 の 段 内 に 注 入 さ れ  
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 圧 縮 機 （ １ ） が １ つ の 流 入 部 を 有 し 、 前 記 流 体 が 前 記 流 入 部 内 に 注 入 さ れ る こ と を  
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 圧 縮 機 （ １ ） が １ つ の 還 流 段 を 有 し 、 前 記 流 体 が 前 記 還 流 段 内 に 注 入 さ れ る こ と を  
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 流 体 の 注 入 が 複 数 の ノ ズ ル （ ２ １ ） を 介 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 圧 縮 機 （ １ ） が 、 イ ン ペ ラ 入 口 直 径 （ １ ６ ） を 有 す る イ ン ペ ラ 流 入 部 （ １ ７ ） を 備  
え 、 前 記 イ ン ペ ラ （ ２ ） の 前 方 の 最 後 の ノ ズ ル （ ２ １ ） と 前 記 イ ン ペ ラ 流 入 部 （ １ ７ ） と  
の 間 隔 （ ２ ０ ） が 前 記 イ ン ペ ラ 入 口 直 径 （ １ ６ ） の ３ 倍 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
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１ に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 圧 縮 機 （ １ ） が 、 イ ン ペ ラ 入 口 直 径 （ １ ６ ） を 有 す る イ ン ペ ラ 流 入 部 （ １ ７ ） を 備  
え 、 前 記 イ ン ペ ラ （ ２ ） の 前 方 の 最 後 の ノ ズ ル （ ２ １ ） と 前 記 イ ン ペ ラ 流 入 部 （ １ ７ ） と  
の 間 隔 （ ２ ０ ） が 前 記 イ ン ペ ラ 入 口 直 径 （ １ ６ ） の １ ０ 倍 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求  
項 １ に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 複 数 の ノ ズ ル （ ２ １ ） が 軸 方 向 に お い て 互 い に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ 、 カ ス ケ ー ド  
式 の 注 入 を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 複 数 の ノ ズ ル （ ２ １ ） が 互 い に オ フ セ ッ ト し て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、  
請 求 項 １ に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 複 数 の ノ ズ ル （ ２ １ ） の オ ン ・ オ フ の 切 り 替 え に よ っ て 、 前 記 注 入 さ れ た 流 体 の 量  
を 調 節 で き る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ５ 】
回 転 数 に よ っ て 、 前 記 注 入 さ れ た 流 体 の 量 を 調 節 で き る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記  
載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 バ イ パ ス 制 御 を 利 用 し て 、 前 記 注 入 さ れ た 流 体 の 量 を 調 節 で き る こ と を 特 徴 と す る 、 請  
求 項 １ に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 注 入 装 置 （ １ ５ ） が 、 水 と ア ル コ ー ル の 混 合 液 を 注 入 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る  
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 注 入 装 置 （ １ ５ ） が 、 水 と エ タ ノ ー ル の 混 合 液 、 及 び ／ 又 は 、 水 と メ タ ノ ー ル の 混  
合 液 を 注 入 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 縮 機 （ １  
） 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 遠 心 圧 縮 機 と し て 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 縮 機 （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 遠 心 圧 縮 機 が 単 段 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 遠 心 圧  
縮 機 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 遠 心 圧 縮 機 が 多 段 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 遠 心 圧  
縮 機 。
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